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サトウハチロー氏の詩

＼
レ

調
べ
る
受
け
継
ぐ
育
て
る

三
ツ
井
　
仁

第
一
中
学
校
で
は
「
地
域
を
学
ぶ
」
　
「
地
域
に

関
わ
る
」
学
習
を
大
事
に
し
て
き
て
い
ま
す
。
振

り
返
る
と
、
昭
和
三
六
年
に
は
当
時
の
生
物
ク
ラ

ブ
が
「
仁
科
三
湖
の
水
生
植
物
の
研
軍
を
始
め

て
い
ま
す
。

こ
の
研
究
は
田
中
阿
歌
麿
氏
が
昭
和
五
年
に

ま
と
め
た
「
日
本
北
ア
ル
プ
ス
湖
沼
の
研
軍
と

当
時
の
仁
科
三
湖
の
生
物
に
ど
の
よ
う
な
違
い

が
あ
る
か
明
ら
か
に
し
た
い
と
始
め
ら
れ
た
研

究
で
、
昭
和
三
八
年
の
日
本
学
生
科
学
作
品
展

で
文
部
大
臣
賞
に
輝
い
て
い
ま
す
。
こ
の
と
き
の

デ
ー
タ
は
、
木
崎
湖
の
比
較
資
料
と
し
て
大
変
貴

重
な
資
料
で
す
。
こ
の
研
究
は
そ
の
後
も
続
け
ち

れ
、
最
優
秀
賞
や
優
秀
賞
を
受
け
る
と
と
も
に
、

昭
和
四
三
年
一
月
に
N
H
K
テ
レ
ビ
「
明
日
は
君

た
ち
の
も
の
」
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
全
国
放
送
さ

れ
ま
し
た
。
上
段
に
掲
げ
た
サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ
ー
氏

の
詩
は
、
こ
の
と
き
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

現
在
の
本
校
で
は
、
「
総
合
的
な
学
習
」
が
位

置
づ
い
た
平
成
一
三
年
頃
か
ら
、
農
具
川
に
関
わ

る
調
査
学
習
や
清
掃
活
動
、
川
岸
の
ツ
ツ
ジ
の
手

入
れ
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
は
三
年

生
が
、
六
月
二
五
日
に
清
掃
活
動
や
ツ
ツ
ジ
の
手

入
れ
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
継
続
的
な
取
り
組
み

に
対
し
て
今
年
七
月
に
は
、
長
野
県
河
川
協
会
か

ら
表
彰
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
校
生
徒
と
仁
科
三
湖
や
農
具
川
と
の
関
わ

り
は
、
姿
を
変
え
て
も
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

大
町
市
の
豊
か
な
自
然
や
文
化
に
直
接
触
れ
て

学
ぶ
こ
と
が
、
大
町
の
良
さ
を
実
感
し
、
将
来
に

わ
た
っ
て
郷
土
を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
気
持

ち
を
育
て
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

〈
大
町
市
立
第
一
中
学
校
長
〉
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木
崎
湖
は
学
術
的
自
然
遺
産

は
じ
め
に

大
町
に
と
っ
て
木
崎
湖
は
、
貴
重
な
、
学

術
的
自
然
遺
産
で
あ
り
ま
す
。

明
治
四
十
年
九
月
二
十
九
日
、
田
中
阿
歌

麿
博
士
が
、
初
め
て
木
崎
湖
心
に
お
い
て
水

色
・
透
明
度
を
測
定
、
以
来
、
多
く
の
学
賢
に

よ
り
、
本
邦
湖
沼
で
は
最
も
詳
し
く
擾
れ
た
調

査
研
究
が
な
さ
れ
、
湖
沼
学
の
メ
ッ
カ
・
宝
庫

と
し
て
、
世
界
的
に
も
注
目
さ
れ
て
釆
ま
し
た
。

そ
の
木
崎
湖
に
、
昭
和
五
十
年
代
の
後
半
、

わ
が
国
湖
沼
で
は
類
を
見
な
い
幾
つ
か
の
異

様
な
汚
濁
現
象
が
起
こ
り
ま
し
た
。
北
ア
ル
プ

ス
の
鏡
、
山
紫
水
明
な
湖
と
し
て
広
く
知
ら
れ

る
木
崎
湖
に
何
故
か
？

二
十
歳
代
の
頃
、
木
崎
湖
水
質
調
査
を
行
い
、

そ
の
折
、
名
古
屋
大
学
の
菅
原
健
先
生
の
知

赤
澤
　
寛

◎
名
古
屋
大
学
…
戦
前
か
ち
菅
原
健
教
授
ら
に
よ

り
地
球
化
学
的
研
究
が
長
期
間
行
わ
れ
ま
し
た
。
後
に

教
授
と
な
る
西
條
八
束
の
学
位
論
文
は
、
木
崎
湖
醇
を

題
材
に
し
た
物
質
代
謝
の
化
学
的
研
究
で
し
た
。
西
條

研
究
室
で
は
、
特
に
木
崎
湖
に
お
け
る
窒
素
代
謝
の
研

究
〈
脱
窒
作
用
…
寺
井
久
慈
、
硝
化
作
用
…
高
橋
幹
夫
、

従
属
栄
養
細
菌
…
加
藤
憲
二
な
ど
が
協
力
）
が
精
力
的

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
西
條
博
士
は
海
ノ
口
に
研

究
室
付
別
荘
を
構
え
、
終
生
木
崎
湖
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
研
究
を
続
け
ま
し
た
。
ま
さ
に
　
木
崎
湖
の
主
“
で

した。

ド
寄
り
と
水
面
を
覆
う

地
努
岸
辺
に
魚
影
あ
え
ず

遇
を
得
、
や
が
て
「
水
」
が
終
生
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と

な
っ
た
私
に
と
り
、
木
崎
湖
汚
濁
が
気
に
か
か
り
、
血

が
騒
ぎ
ま
し
た
。
木
崎
湖
水
文
を
検
証
し
た
い
、
そ
の

思
い
、
そ
の
時
が
齢
八
十
数
歳
に
し
て
や
っ
て
釆
ま
し

た。

検
証
す
る
作
業
に
は
、
明
治
以
来
の
論
文
な
ど
資
料

の
収
集
が
不
可
欠
で
す
。
多
く
の
方
々
・
機
関
の
協
力

を
い
た
だ
き
収
集
し
、
そ
し
て
整
理
・
解
析
を
行
い
ま
し

た
。
一
応
の
作
業
が
終
わ
り
手
元
に
相
当
数
の
資
料
が
残

さ
れ
ま
し
た
－
木
崎
湖
が
学
術
的
自
然
遺
産
で
あ
る
証

（
あ
か
し
）
－
と
し
て
の
珠
玉
な
論
文
等
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
木
崎
湖
水
文
の
来
し
方
を
振
り
返
り
、

本
稿
が
、
木
崎
湖
を
改
め
て
知
る
よ
す
が
と
な
れ
ば
幸

い
で
す
。

木
崎
湖
研
究
の
足
跡

◎
田
中
阿
歌
麿
…
日
本
陸
水
学
界
の
泰
斗
、
子
爵
。

信
濃
教
育
会
北
安
曇
部
会
の
委
嘱
を
受
け
、
仁
科
三
湖

研
究
を
実
施
。
研
究
成
果
は
、
昭
和
五
年
、
大
著
「
日

本
北
ア
ル
プ
ス
湖
沼
の
研
究
」
と
し
て
出
版
。
湖
畔
の

定
宿
「
だ
る
ま
や
」
に
は
博
士
に
よ
る
仏
語
の
掛
軸
が

現
存
〈
月
の
光
が
水
面
に
反
射
し
て
ゆ
ち
め
く
木
崎
湖

の
や
さ
し
い
想
い
出
、
一
九
二
一
、
八
…
佐
藤
尚
子
氏

訳）。

◎
吉
村
信
吉
…
湖
沼
学
の
先
駆
者
。
昭
和
三
年
木

崎
湖
の
溶
存
酸
素
な
ど
測
定
を
始
め
ま
し
た
。
木
崎
湖

関
連
論
文
が
多
数
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
十
一
年
名

著
「
湖
沼
学
」
を
発
刊
し
ま
し
た
。

◎
木
崎
養
魚
試
験
場
…
大
正
十
年
、
海
ノ
口
湖
畔

に
農
林
省
木
崎
養
魚
試
験
場
が
設
置
さ
れ
、
業
務
内
客

に
④
湖
沼
の
理
化
学
的
並
び
に
生
物
学
的
研
究
、
⑦
水

質
に
関
す
る
試
験
、
と
あ
り
、
養
魚
の
ほ
か
、
定
期
的

に
水
質
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
成
果
は
学
会
誌
等
に

発
表
さ
れ
て
釆
ま
し
た
が
、
試
験
場
は
昭
和
十
四
年
に

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

◎
信
州
大
学
…
旧
制
松
本
高
等
学
校
教
授
向
井
正

幸
は
、
戦
前
か
ら
木
崎
湖
の
濁
り
を
研
究
し
て
い
ま
し

た
。
信
州
大
学
と
な
り
、
昭
和
五
十
六
年
か
ら
理
学
部

林
秀
剛
教
授
グ
ル
ー
プ
が
研
究
に
取
り
組
み
、
特
に
汚

濁
異
変
現
象
発
生
時
に
は
そ
の
調
査
・
解
析
を
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
、
ア
ナ
べ
ナ
…
渡
辺
真
之
・
清
沢
弘
志
・

林
秀
剛
、
ア
メ
ー
バ
…
船
越
真
樹
・
清
沢
弘
志
・
林
秀

剛
、
コ
カ
ナ
ダ
モ
…
吉
成
仁
志
・
船
越
真
樹
、
淡
水
赤

潮
…
朴
虎
束
・
林
秀
剛
・
木
田
浩
司
・
渡
辺
義
人
、
な

ど
そ
の
都
度
論
文
を
発
表
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
も

山
本
雅
道
・
宮
原
裕
一
ち
か
定
期
観
測
を
含
め
研
究
を

続
け
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

◎
生
物
調
査
…
菊
池
健
三
・
川
村
正
雄
・
畑
久
三
（
木

崎
養
魚
試
験
場
）
、
福
島
博
（
横
浜
市
大
）
、
安
田
郁
子

（
富
山
県
立
技
術
短
期
大
学
）
、
田
中
正
明
〈
愛
知
県
公

害
調
査
セ
ン
タ
上
、
車
軸
藻
類
で
は
樋
口
澄
男
ら
（
長

野
県
環
境
保
全
研
究
所
）
な
ど
が
主
に
研
究
さ
れ
ま
し
た
。

◎
大
町
市
史
〈
第
一
巻
、
第
五
章
）
…
第
一

節
…
仁
科
三
湖
の
生
物
の
変
遷
と
現
状
（
船
越
真
樹
）

第
二
節
‥
仁
科
三
湖
に
お
け
る
水
質
の
変
遷
と
現
状
、

第
三
節
‥
汚
濁
負
荷
量
と
水
質
保
全
の
目
標
（
渡
辺
義

人
・
西
條
八
束
・
沖
野
外
輝
夫
）
、
第
四
節
‥
湖
水
位

な
ら
び
に
水
辺
環
境
の
変
遷
と
現
状
お
よ
び
保
全
対

策
（
桜
井
善
雄
）
な
ど
の
記
述
が
さ
れ
て
い
ま
す
〈
昭
和

五
十
九
年
発
行
）
。

◎
「
L
A
K
E
 
K
I
Z
A
K
I
」
　
（
西
條
八
束
・

林
秀
剛
編
〓
英
文
〉
…
木
崎
湖
の
水
文
に
始
ま
り
、
近

年
の
湖
沼
生
態
系
変
化
と
人
間
活
動
の
関
わ
り
ま
で
、

多
く
の
論
文
を
集
大
成
、
四
十
六
名
の
著
者
が
二
十
五

章
を
執
筆
し
て
い
ま
す
。
木
崎
湖
の
す
べ
て
を
世
界
に

紹
介
し
た
本
で
す
（
平
成
十
三
年
発
行
）
。

病
め
る
木
崎
湖

第
一
の
異
変
…
藍
藻
類
「
ア
ナ
べ
ナ
」
の
発
生
と

藻
食
性
「
ア
メ
ー
バ
」
の
大
増
殖

山
紫
水
明
の
湖
に
異
変
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
五
十
六
年
十
月
九
日
、
名
大
西
條
八
束
博
士
は
ブ

ラ
ジ
ル
か
ら
海
ノ
口
の
別
荘
に
帰
っ
た
と
き
、
湖
面
に

お
び
た
だ
し
い
水
垢
状
の
浮
遊
物
を
見
出
し
ま
し
た
。

翌
年
再
び
異
様
な
浮
遊
物
が
目
立
ち
は
じ
め
、
七

月
十
九
日
、
信
大
の
船
越
真
樹
は
浮
遊
物
採
取
、
藍
藻

類
（
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
）
の
ア
ナ
ベ
ナ
を
ア
メ
ー
バ
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が
食
べ
て
い
る
状
況
を
確
認
、
正
体
が
判
明
し
ま
し
た
。

第
二
の
異
変
…
水
生
植
物
「
コ
カ
ナ
ダ
モ
」
癌
化
種
）

の
侵
入
と
大
繁
殖

昭
和
五
十
六
年
九
月
、
既
に
被
害
が
出
、
大
繁
殖

し
て
い
た
コ
カ
ナ
ダ
モ
を
湖
畔
の
住
民
総
出
で
掃
討
作

戦
を
展
開
、
約
三
十
ト
ン
を
除
去
。
翌
年
、
漁
業
組
合

は
、
二
千
匹
の
ソ
ウ
ギ
ョ
の
稚
魚
を
放
流
、
効
果
て
き

面
で
コ
カ
ナ
ダ
モ
は
壊
滅
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
湖
岸

の
あ
ら
ゆ
る
水
草
は
食
べ
つ
く
さ
れ
、
魚
た
ち
の
産
卵
、

稚
魚
の
成
育
の
場
が
失
わ
れ
ま
し
た
〈
そ
の
後
回
復
し

て
釆
ま
し
た
）
。

第
三
の
異
変
…
「
淡
水
赤
潮
」
　
の
発
生

昭
和
六
十
一
年
の
秋
か
ら
ぺ
リ
ジ
ニ
ウ
ム
に
よ
る

淡
水
赤
潮
が
見
出
さ
れ
ま
し
た
。
翌
年
に
大
発
生
、
九

月
十
四
日
に
は
湖
北
部
で
は
長
さ
約
百
㍍
、
幅
数
十
㍍

の
帯
状
に
湖
面
が
赤
茶
色
に
染
ま
る
現
象
が
観
測
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
発
生
は
平
成
五
年
ま
で
毎
年
続
き
、
そ

の
後
も
時
々
散
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

木
崎
湖
の
よ
う
な
自
然
湖
で
の
発
生
は
世
界
的
に

も
珍
し
い
と
い
わ
れ
ま
す
。

第
四
の
異
変
…
「
コ
ケ
ム
シ
類
」
　
の
発
生

平
成
十
五
年
八
月
、
私
〈
赤
澤
）
が
木
崎
湖
を
訪
れ

た
際
、
湖
畔
の
M
ボ
ー
ト
店
主
か
ら
、
ボ
ー
ト
壁
や
桟

橋
橋
脚
に
付
着
し
て
い
る
拳
大
の
寒
天
状
塊
を
見
せ
ち

れ
、
直
ち
に
採
取
し
西
條
別
荘
に
持
参
、
後
日
博
士
か

ら
「
コ
ケ
ム
シ
類
」
と
の
連
絡
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

同
種
は
富
栄
養
化
し
た
湖
沼
で
多
く
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
時
の
水
質
保
全
対
策

◎
地
元
の
対
応

昭
和
四
十
九
年
五
月
、
木
崎
湖
地
元
自
治
会
・
観

光
業
者
・
漁
業
組
合
な
ど
の
構
成
で
設
立
し
た
「
仁
科

三
湖
を
美
し
く
す
る
会
」
は
、
湖
周
辺
の
美
化
清
掃
活

動
、
不
法
投
棄
ゴ
、
、
＼
回
収
な
ど
活
動
し
て
釆
ま
し
た
が
、

汚
濁
異
変
の
発
生
に
あ
た
り
、
湖
に
流
入
す
る
生
活
排

水
な
ど
人
為
的
汚
染
源
を
断
ち
切
る
こ
と
、
有
リ
ン
洗

剤
の
追
放
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

温
泉
を
引
い
て
い
る
旅
館
や
民
宿
は
共
同
で
排
水

管
を
布
護
、
3
次
処
理
の
う
え
下
流
の
農
具
川
に
放
流

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
農
家
の
多
い
海
ノ
口
地
区

〈
一
二
〇
戸
）
は
、
農
業
基
盤
整
備
事
業
に
、
し
尿
と

雑
排
水
を
3
次
処
理
す
る
”
ミ
ニ
下
水
道
“
を
取
り

入
れ
る
構
想
で
し
た
。

な
お
、
五
十
六
年
、
大
町
市
と
大
町
保
健
所
が
実

施
し
た
湖
周
辺
の
排
水
処
理
状
況
は
、
二
九
二
戸
の
内

二
三
一
戸
が
無
処
理
で
し
た
。

◎
大
町
市
の
対
応

木
崎
湖
に
、
昭
和
五
十
六
・
五
十
七
年
、
原
因
不

明
の
浮
遊
物
が
発
生
し
、
汚
濁
の
進
行
が
著
し
い
こ
と

に
危
機
感
を
抱
い
た
大
町
市
は
五
十
七
年
十
月
一
日
、

「
仁
科
三
湖
環
境
保
全
対
策
専
門
委
員
会
」
を
設
置
、

専
門
的
立
場
か
ら
討
議
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

委
員
会
会
長
…
清
水
万
平
〈
長
野
県
衛
生
公
害
研
究
所
長
〉

副
会
長
…
桜
井
善
雄
〈
信
州
大
学
助
教
授
）

委
員
…
内
田
基
（
長
野
県
公
害
課
長
〉

…
沖
野
外
輝
夫
〈
信
州
大
学
助
教
授
）

…
西
條
八
束
〈
名
古
屋
大
学
教
授
）

…
中
村
一
雄
〈
長
野
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
〉

…
船
越
真
樹
〈
信
州
大
学
助
手
〉

…
渡
辺
義
人
〈
信
州
大
学
講
師
〉

委
員
は
右
の
と
お
り
で
、
陸
水
学
の
権
威
西
條
博

士
を
中
心
に
木
崎
湖
を
研
究
し
て
い
た
若
手
の
学
者
等

を
選
ん
だ
実
務
的
構
成
で
あ
り
、
委
員
会
の
任
務
は
次

の
と
お
り
で
し
た
。

・
汚
濁
の
現
状
と
そ
の
原
因
を
解
明
す
る
こ
と
。

・
環
境
保
全
対
策
に
つ
い
て
提
言
す
る
こ
と
。

な
ど
で
あ
り
、
委
員
会
で
は
、
木
崎
湖
を
中
心
に
青
木

湖
、
中
細
湖
も
含
め
た
仁
科
三
湖
に
関
連
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
資
料
を
集
め
、
解
析
し
、
提
言
を
含
め
報
告
書
と

し
て
ま
と
め
、
五
十
八
年
三
月
二
十
九
日
大
町
市
長
に

提
出
、
こ
れ
に
よ
っ
て
保
全
対
策
が
大
き
く
前
進
し
ま

した。◎
長
野
県
の
対
応

木
崎
湖
に
昭
和
六
十
二
年
初
め
て
淡
水
赤
潮
が
発

生
、
以
来
平
成
五
年
ま
で
毎
年
発
生
し
、
湖
の
高
栄
養

化
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
長
野
県
で
は
、
平

成
八
年
「
第
一
期
仁
科
三
湖
水
質
保
全
計
画
」
　
（
計
画

期
間
は
平
成
八
年
度
～
十
二
年
度
）
を
定
め
、
地
元
協

力
に
よ
り
下
水
道
の
普
及
、
工
場
・
事
業
所
排
水
の
対

策
な
ど
進
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
計
画
で
定
め
た
水
質
目
標
は
達
成
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
C
O
D
の
環
境
基
準
値
は
達
成
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
平
成
十
三
年
度
か
ら

十
七
年
度
を
期
間
と
す
る
「
第
二
期
仁
科
三
湖
水
質
保

全
計
画
」
を
策
定
し
、
諸
施
策
を
実
施
し
ま
し
た
。
対

策
事
業
の
内
容
と
実
績
の
概
要
は
次
表
の
と
お
り
で
す
。

水
質
保
全
対
策
事
業
の
内
容
と
実
績
の
概
要

清
澄
度
の
高
い
患
類
型
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

方
、
湖
沼
栄
養
度
区
分
で
は
、
長
く
中
栄
養
湖
に
位
置

付
け
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
近
の
水
質
を
汚
濁
指
標
項
目
に
つ
い
て
検
証
す

る
と
次
の
と
お
り
で
す
。

○
有
機
物
汚
濁
（
C
O
D
、
化
学
的
酸
素
要
求
量
）

…
木
崎
湖
に
設
定
さ
れ
て
い
る
環
境
基
準
値
は
1
唯
／

e
以
下
で
す
が
、
現
状
は
2
唯
／
¢
程
度
で
す
。

○
燐
・
窒
素
〈
富
栄
養
化
の
原
因
物
質
〉
…
燐
の
環

境
基
準
値
は
0
・
0
1
唯
／
l
以
下
、
現
状
は
、
ほ
ぼ

基
準
値
以
下
に
な
っ
て
い
ま
す
。

栄
養
度
区
分
に
照
ら
す
と
、
燐
・
窒
素
な
ど
栄
養

塩
は
貧
栄
養
湖
に
相
当
し
て
い
ま
す
。

○
透
明
度
…
平
均
的
に
5
㍍
程
度
で
中
栄
養
湖
に

相
当
し
て
い
ま
す
。
最
近
に
お
け
る
各
年
の
最
高
、
最

少
、
平
均
の
推
移
は
図
の
と
お
り
で
、
低
下
の
傾
向
を

示
し
て
い
ま
す
。

○
溶
存
酸
素
…
表
面
は
飽
和
状
態
、
下
層
は
無
酸

素
状
態
で
、
富
栄
養
湖
に
相
当
し
て
い
ま
す
。

○
考
察
…
木
崎
湖
の
汚
濁
発
生
源
は
、
八
割
程
度
が

自
然
系
で
主
に
山
林
で
す
。
枯
葉
が
腐
敗
分
解
し
、
フ
ミ

ン
質
と
称
す
る
有
機
物
を
生
ず
る
の
か
原
因
で
す
（
燐
・

窒
素
も
土
壌
・
枯
葉
等
か
ら
の
溶
出
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

最
近
の
木
崎
湖
水
質

◎
水
質
の
現
状

木
崎
湖
は
、
「
湖
沼
水
質
環
境
基
準
」
　
で
、
最
も
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木崎湖水文史

明治40（1907）年：田中阿歌麿、木崎湖に初めて投錘、水文調査開始。

大正　6（1917）年：信濃木崎夏期大学開講、田中阿歌麿「湖沼物理学」につき講演。

7（1918）年：内務省東京衛生試験所、木崎湖表層水完全定量分析実施。

10（1921）年：農林省木崎養魚試験場設置、養魚のほか水質調査悶絶。

14（1925）年：名古屋大学菅原健、木崎湖湖沼研究開始。

昭和　3（1928）年：吉村信吉、木崎湖で溶存酸素など測定開始。

5（1930）年：田中阿歌麿「日本北アルプス湖沼の研究」刊行。

14（1939）年：旧制松本高校向井正幸、木崎湖湖沼研究開始。

14（1939）年：農林省木崎養魚試験場廃止。

32（1957）年：長野県衛生研究所、木崎湖水質測定開始。

33（1958）年．西條八束、木崎湖群を題材にした研究で、理学博士に。

45（1970）年：内山慎三・斎藤清らによる「大町の自然を守る会」発足。

46（1971）年：大町市、木崎湖水質測定開始。

49（1974）年：地元自治会・観光業者らによる「仁科三湖を美しくする会」発足。

51（1976）年

51（1976）年

54（1979）年

56（1981）年

56（1981）年

56（1981）年

57（1982）年

57（1982）年

59（1984）年

59（1984）年

59（1984）年

60（1985）年

62（1987）年

平成1（1989）年

8（1996）年

木崎湖が「湖沼水質環境基準」のCODなどAA類型にランク。

名古屋大学西條八束ら、木崎湖の窒素循環の研究開始。

環境庁、木崎湖の湖沼調査実施（自然環境保全基礎調査）。

信州大学林秀馴ら、木崎湖湖沼調査開始。

藍藻類「アナべナ」と藻食性「アメーバ」大発生。

水生植物「コカナダモ」大繁殖。

長野県、「仁科三浦水質保全連絡協議会」設置。

大町市、「仁科三湖環境保全対策専門委員会」設置。

大町市、大町市史発行（仁科三湖の記述あり）。

「湖沼水質保全特別措置法」成立。

湖面に広く白い泡が立つ。

木崎湖が「湖沼水質環境基準」の全燐、類型Hにランク。

「淡水赤潮」大発生（以後平成5年まで毎年発生）。

大北漁業協同組合連絡協議会、木崎湖等水質測定開始。

日本陸水学会など、青木・木崎湖の生態系回復につき、建設省等に要
望書提出。

9（1997）年：長野県、「第1期仁科三湖水質保全計画」策定。

9（1997）年：長野県、「仁科三湖水質保全対策会議」設置。

10（1998）年：大町市民有志、S電工㈱の水利権許可取り消しを求め提訴。

10（1998）年●「淡水赤潮」発生。

10（1998）年

11（1999）年

13（2001）年

13（2001）年

15（2003）年

17（2005）年

18（2006）年

19（2007）年

22（2010）年

大町市、「仁科三湖環境保全行動指針」作成。

西條八東、信濃木崎夏期大学で、木崎湖環境問題等につき講演。

長野県、「第2期仁科三湖水質保全計画」策定。

西條八束・林秀剛「RAKE KIZAKI」（英文）を刊行。

寒天状の塊「コケムシ類」多数発生。

大町市、「仁科三湖整備計画」策定。

「淡水赤潮」発生。

木崎湖の主：西條八束死去。

「淡水赤潮」発生。
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睡蓮の咲く木崎湖

この「山と博物館」は再生紙を使用し、石油溶剤の代わりに大豆油を使用した大豆インキで印刷しています。
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最
近
の
デ
ー
タ
か
ら
す
る
と
、
C
O
D
・
透
明
度

は
や
や
悪
化
の
傾
向
。
し
か
し
、
燐
・
窒
素
は
、
異
変

発
生
時
よ
り
半
減
し
横
ば
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。

◎
水
質
測
定
機
関

○
長
野
県
…
公
共
用
水
域
水
質
常
時
監
視
と
し
て
、

昭
和
三
十
二
年
か
ら
実
施
。
最
近
の
測
定
内
容
は
、
湖

心
と
流
出
部
に
つ
い
て
、
四
十
八
項
目
を
、
毎
月
一
回

測
定
し
て
い
ま
す
。

○
大
町
市
…
昭
和
四
十
六
年
か
ら
実
施
。
水
門
・

湖
心
・
湖
底
部
に
つ
い
て
、
九
項
目
を
、
六
・
八
・
十
・

十
二
の
各
月
に
測
定
し
て
い
ま
す
。

○
大
北
漁
業
協
同
組
合
連
絡
協
議
会
…
平
成
元
年

か
ら
、
河
川
湖
沼
汚
染
状
況
調
査
と
し
て
実
施
。
稲
尾

沢
北
ヤ
マ
ト
園
北
お
よ
び
水
門
付
近
遊
園
地
先
に
つ
い

て
、
水
温
・
四
・
溶
存
酸
素
・
C
O
D
・
導
電
率
を
年

一
回
測
定
し
て
い
ま
す
。

○
信
州
大
学
…
昭
和
五
十
六
年
か
ち
実
施
。
湖
心

部
に
つ
い
て
、
冬
期
を
除
き
お
お
む
ね
月
一
回
測
定
し

て
い
ま
す
。
項
目
は
、
水
温
・
透
明
度
・
叩
・
電
気
伝

導
度
・
溶
存
酸
素
の
ほ
か
栄
養
塩
類
・
主
要
イ
オ
ン
・

ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
な
ど
で
す
。

お
わ
り
に

今
、
木
崎
湖
は
穏
や
か
で
す
。
季
節
が
来
れ
ば
、

睡
蓮
が
美
し
く
咲
き
誇
り
、
か
つ
て
の
汚
濁
異
変
は
う

そ
の
よ
う
で
す
。

夕
映
え
に
暮
れ
な
ず
む
湖
畔
に
立
っ
た
時
、
私
の

終
生
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
な
っ
た
「
水
」
、
そ
の
原
点

は
木
崎
湖
に
あ
っ
た
と
、
改
め
て
気
付
き
ま
し
た
。

大
町
市
に
と
り
木
崎
湖
は
、
貴
重
な
学
術
的
自
然

遺
産
で
あ
り
ま
す
。
木
崎
湖
の
価
値
を
知
り
、
未
来

に
継
承
す
る
た
め
に
も
、
湖
沼
環
境
を
大
切
に
、
よ

り
美
し
く
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

〈
大
町
市
出
身
、
水
質
研
究
家
〉


